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都留市の財政状況を
お知らせします

　都留市財政状況の作成及び公表に関する条例に基づき、年２回本市の財政状況
を公表しています。これは、市民の皆さんが納めた税金がどのように使われてい
るのかなど、市の財政の状況を知っていただくためのものです。今回は、平成
30年度上半期（４月から９月末まで）の予算執行状況等について公表します。
　これからも、市民サービスの維持・充実を図るとともに、効率的で健全な財政
運営を図っていきます。

会計別
当初予算額 補正予算額 繰越明許等 予算現額 歳入歳出予算執行額 歳出予算執行率

Ａ Ｂ Ｃ Ａ+Ｂ +Ｃ 収入済額 支出済額 30年度 前年同期

一般会計 13,838,000 44,194 150,663 14,032,857 6,601,392 4,853,333 34.6％ 37.8％
国民健康保険事業特別会計 3,115,958 81,336 0 3,197,294 1,364,666 1,108,106 34.7％ 42.1％
簡易水道事業特別会計 321,761 0 0 321,761 180,163 117,443 36.5％ 29.4％
下水道事業特別会計 977,810 2,684 31,818 1,012,312 52,572 405,696 40.1％ 35.6％
介護保険事業特別会計 2,795,849 51,567 0 2,847,416 1,104,603 1,124,284 39.5％ 37.8％
介護保険サービス事業特別会計 7,312 0 0 7,312 1,205 2,162 29.6％ 58.3％
後期高齢者医療特別会計 595,125 0 0 595,125 105,785 287,564 48.3％ 48.3％

■主な会計の執行状況（単位：千円）　※「執行状況」とは予算・支出の面から見た市の仕事の進捗度合のことです。
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■一般会計予算執行状況内訳（単位：千円）
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■一般会計歳入（決算額）に占める市税の割合
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平成30年度見込の内訳（単位：千円）

※臨時財政対策債とは、国が交付する地方交付税の財源不足を補うために制度化された、自治体が借り入れる地方債のことを
いいます。この償還については、後年度の地方交付税で全額補てんされることとなっています。

科目 予算額 執行額 残額 執行率

収
　
入

水道事業収益 393,300 169,154 224,146 43.0％
１営業収益 284,938 130,340 154,598 45.7％
２営業外収益 90,088 20,650 69,438 22.9％
３特別収益 18,274 18,164 110 99.4％

支
　
出

水道事業費用 330,270 62,113 268,157 18.8％
１営業費用 289,140 44,874 244,266 15.5％
２営業外費用 39,130 17,239 21,891 44.1％
４予備費 2,000 0 2,000 0.0％

科目 予算額 執行額 残額 執行率

収
　
入

資本的収入 150,762 3,249 147,513 2.2％
１企業債 118,000 0 118,000 0.0％
２他会計負担金 32,712 3,199 29,513 9.8％
３固定資産売却代金 50 50 0 100.0％

支
　
出

資本的支出 326,695 79,861 246,834 24.4％
１建設改良費 198,422 16,128 182,294 8.1％
２企業債償還金 128,273 63,733 64,540 49.7％

■水道事業の業務状況（平成30年９月30日現在）

水道事業の業務状況を
お知らせします。 　地方公営企業法第40条の２の規定により、都留市水道事業の

業務状況を公表します。

都留市立病院の業務状況をお知ら
せします。 　地方公営企業法第40条の２の規定により、都留市病院事業の

業務状況を公表します。

科目 予算額 執行額 残額 執行率

収
　
入

病院事業収益 2,894,410 1,026,280 1,868,130 35.5％
１医業収益 2,246,458 856,303 1,390,155 38.2％
２医業外収益 185,320 5,534 179,786 3.0％
３老人保健事業収益 459,384 164,295 295,089 35.8％
４老人保健事業外収益 3,248 148 3,100 4.6％

支
　
出

病院事業費用 3,427,432 1,476,965 1,950,467 43.1％
1医業費用 2,872,462 1,240,048 1,632,414 43.2％
2医業外費用 61,782 4,782 57,000 7.8％
3老人保健事業費用 490,273 231,322 258,951 47.2％
4老人保健事業外費用 2,915 813 2,102 27.9％

科目 予算額 執行額 残額 執行率
資本的収入 342,781 0 342,781 0.0％
資本的支出 445,058 259,432 185,626 58.3％

延患者数
（病院） 上半期 延在所者数

（老健） 上半期

外来 51,277 入所 14,513
入院 12,822 通所 1,244

（収益的収入・支出） （資本的収入・支出）

■病院事業の業務状況（平成30年９月30日現在）

（収益的収入・支出） （資本的収入・支出）

（施設の利用状況）

単位：千円単位：千円

単位：千円 単位：千円

※�資本的支出とは、医療機器等の購入や企業債の償還に要す
る費用で、資本的収入はこの費用に対する県補助金や市か
らの繰入金等のことです。また、収入が支出に対し不足す
る額は、留保資金で補てんします。

■市債現在高の状況（一般会計）
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項目 年度 都留市 早期健全化基準 財政再生基準

①実質赤字比率
Ｈ27 ― 13.59％ 20.00％
Ｈ28 ― 13.60％ 20.00％
Ｈ29 ― 13.57％ 20.00％

②連結実質赤字
　比率

Ｈ27 ― 18.59％ 30.00％
Ｈ28 ― 18.60％ 30.00％
Ｈ29 ― 18.57％ 30.00％

③実質公債費
　比率

Ｈ27 13.9％ 25.00％ 35.00％
Ｈ28 13.5％ 25.00％ 35.00％
Ｈ29 13.0％ 25.00％ 35.00％

④将来負担比率
Ｈ27 40.3％ 350.00％
Ｈ28 28.8％ 350.00％
Ｈ29 23.2％ 350.00％

※実質赤字比率と連結実質赤字比率について、本市には
「赤字額がない」ため、「－」と表示しています。

⑤
資
金
不
足
比
率

項目 年度 都留市 経営健全化基準

水道事業会計
Ｈ27 ― 20.00％
Ｈ28 ― 20.00％
Ｈ29 ― 20.00％

病院事業会計
Ｈ27 ― 20.00％
Ｈ28 ― 20.00％
Ｈ29 ― 20.00％

簡易水道事業
特別会計

Ｈ27 ― 20.00％
Ｈ28 ― 20.00％
Ｈ29 ― 20.00％

下水道事業
特別会計

Ｈ27 ― 20.00％
Ｈ28 ― 20.00％
Ｈ29 ― 20.00％

※資金不足率については、本市の公営企業に資金
不足がないため、「－」と表示しています。

■都留市の健全化判断比率及び資金不足比率の状況
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つる市政 Topics

　6月号の広報から毎月セーフコミュニティについてお知
らせしてきましたが、皆さんの理解は深まったでしょう
か？
　今後は、できる限り多くの市民の皆さまにこの活動に参
加していただき、「安全で安心して暮らすことのできるま
ち」の実現を目指した本格的な活動に入っていきますので、
引き続きご理解・ご協力をお願いいたします。 
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セーフコミュニティ誕生の歴史

セーフコミュニティ推進協議会を設立しました！

都留市セーフコミュニティ推進協議会
（推進母体／方針の決定・計画の承認）

交
通
安
全
対
策
委
員
会

防
犯
対
策
委
員
会

心
の
健
康
対
策
委
員
会

防
災
・
減
災
対
策
委
員
会

高
齢
者
の
安
全
対
策
委
員
会

親
と
子
の
安
全
対
策
委
員
会◆基調講演のようす

ＳＣちょこっと豆知識

◆ 推進協議会は警察や教育機関、市民団体など安
全・安心なまちづくりの実現にむけた関係諸団体
の代表者などで構成されています。

　9 月28 日（金）、「都留市セーフコミュニ
ティ推進協議会」を設立し、安全・安心
に関わる 35 の団体・機関などの代表者
に市長から委嘱状を交付しました。
　
　また、6 つの分野別対策委員会を設置
することを承認したのち、日本セーフコ
ミュニティ推進機構　白石代表理事か
ら「～協働・連携による安全で安心なま
ちづくり～　『セーフコミュニティの実
現』」と題し、基調講演をいただき、セー
フコミュニティについて理解を深めまし
た。

　セーフコミュニティ活動の誕生は、40 年ほど前の 1970 年代にスウェーデンの小さな町で始まった傷害
予防プログラムが起点と言われています。この取り組みを行ったことで、外傷による受診率が下がり、予
防活動への関心が高まったことが報告され、北欧を中心に更なる広がりを見せることになりました。
　当時、外傷を健康課題として認識したＷＨＯ（世界保健機関）は、この活動を促進させるため、スウェー
デンにある研究所（カロリンスカ医科大学）との協働でＷＨＯ地域安全向上推進協働センター（現在は、国
際セーフコミュニティ認証センター）を設置し、セーフコミュニティ認証制度を創設しました。
　近年、セーフコミュニティは世界レベルでの広がりを見せています。
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つる市政 Topics

西桂町の公共施設が
相互利用できるようになりました！

　

本
市
と
西
桂
町
は
、
効
率
的
・
効
果
的
に
行

財
政
経
営
を
図
る
こ
と
で
良
質
な
行
政
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
両
住
民
間
の
ふ
れ

あ
い
や
交
流
機
会
の
創
出
の
た
め
、
公
共
施
設

を
互
い
に
利
用
で
き
る
よ
う「
公
共
施
設
の
相

互
利
用
に
関
す
る
協
定
」を
締
結
し
ま
し
た
。

　

こ
の
協
定
に
よ
り
、
西
桂
町
の
対
象
施
設
を

都
留
市
民
が
利
用
す
る
場
合
、
利
用
料
金
に
つ

い
て
西
桂
町
民
と
同
一
条
件
で
利
用
が
で
き
、

西
桂
町
民
が
本
市
の
施
設
を
利
用
す
る
場
合
も

同
様
と
な
り
ま
す
。

利
用
開
始
日　

11
月
１
日（
木
）

都
留
市
に
お
け
る
相
互
利
用
の
対
象
施
設

〇
都
留
市
健
康
ジ
ム

〇
や
ま
び
こ
競
技
場
〇
玉
川
グ
ラ
ウ
ン
ド

〇
都
留
市
民
総
合
体
育
館
〇
都
留
市
民
プ
ー
ル

〇
タ
ー
ゲ
ッ
ト
バ
ー
ド
ゴ
ル
フ
場

〇�

都
留
戸
沢
の
森
和
み
の
里（
芭
蕉
月
待
ち
の

湯
、
一
位
の
宿
、
種
徳
館
、
す
い
す
い
広
場
）

〇
都
の
杜
う
ぐ
い
す
ホ
ー
ル

西
桂
町
に
お
け
る
相
互
利
用
の
対
象
施
設

三
ツ
峠
グ
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

○
ふ
れ
あ
い
館

　

�

宿
泊
室
８
室（
和
室
10
畳
６
人
部
屋
）、
各
種

お
風
呂
、
会
議
室
な
ど

○
陶
芸
教
室
・
体
験
工
房

　

�

陶
芸
、
手
打
ち
そ
ば
・
う
ど
ん
、
す
い
と
ん
、

青
ば
た
大
豆
味
噌
・
豆
腐
、
手
織
り
、
草
木

染
め
、
木
工
教
室
、
硝
子
工
芸
体
験
な
ど

○
ふ
れ
あ
い
コ
テ
ー
ジ

　

５
人
棟（
３
棟
）、
10
人
棟（
１
棟
）

○
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
場

　

６
人
掛
け
×
８
テ
ー
ブ
ル（
屋
根
付
）

○
す
こ
や
か
交
流
館
ア
ー
ク

　

�

武
道
場
、
ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

ル
ー
ム
な
ど

○�

テ
ニ
ス
コ
ー
ト

　

�

砂
入
り
人
工
芝
４
面
、
夜
間
照
明
、
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
場
併
用

○
フ
ッ
ト
サ
ル
場

　

人
工
芝
２
面
、
夜
間
照
明
付

�

西
桂
町
民
グ
ラ
ン
ド

※
各
施
設
の
詳
細
や
申
込
方
法
な
ど
に
つ
い
て

は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
を
ご
確
認
い
た
だ
く

か
、
直
接
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
先

三
つ
峠
グ
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

　

南
都
留
郡
西
桂
町
下
暮
地
１
９
０
０

　

☎
０
５
５
５（
25
）３
０
０
０

　

U
RL　

http://m
itsutoge.jp

西
桂
町
民
グ
ラ
ン
ド

　

南
都
留
郡
西
桂
町
倉
見
１
２
８
２

　

☎
０
５
５
５（
25
）２
９
４
１

◆�10月16日（火）、市役所にて協定の調印
式を行いました。

施設 ふれあい館 ふれあいコテージ バーベキュー すこやか交流館アーク
一泊２食付 宿泊のみ 入浴 一泊５人まで 一泊10人まで 3時間 1時間

西桂町民・都留市民 6,590円 4,110円 490円 13,980円 21,390円 2,880円 720円
それ以外 7,620円 5,140円 610円 17,480円 26,740円 3,600円 1,440円

施設 テニスコート フットサル場 西桂町民グランド
昼：1時間 夜：1時間 昼：1時間 夜：1時間 1面半日 全面半日

西桂町民・都留市民 510円 1,020円 1,230円 1,540円 1,080円 2,160円
それ以外 1,020円 1,740円 1,640円 2,160円 2,160円 4,320円

※各施設を利用する際に、身分証明書の提示を求める場合があります。
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つる市政 Topics

知ってください！地域おこし協力隊！

　都留市では 11月1日現在、7名の隊員が地域おこし協力隊として市外から移り住み、市内で活
動をしています。そんな隊員たちが普段どんな活動をしているのか、皆さんにご紹介します！
※11月1日から着任する小川隊員の紹介記事は 12月号広報に掲載予定です。

～地域おこし協力隊とは～

　

昨
年
10
月
に
栃
木

県
か
ら
移
住
し
、
早

い
も
の
で
も
う
１
年

以
上
が
経
過
し
ま
し

た
。
私
た
ち
兄
弟
の

主
な
活
動
は
、
養
豚

業
の
継
承
に
向
け
て

日
々
農
場
で
の
作
業

や
勉
強
、
意
見
交
流

会
の
参
加
、
他
農
場
へ
の
研
修
な
ど
、
知
識
や
経
験
を
得
る
為

に
い
ろ
い
ろ
な
挑
戦
を
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
活
動
に
関
わ
っ
て
、
私
た
ち
が
生
産
し
た
豚
肉
が
た
く

さ
ん
の
方
の
協
力
や
、
様
々
な
工
程
を
経
て
食
卓
に
届
け
ら
れ

る
こ
と
を
改
め
て
認
識
し
ま
し
た
。

　

以
前
、
栃
木
県
の
養
豚
場
で
勤
務
し
た
経
験
が
あ
り
ま
す

が
、
実
際
に
現
場
で
働
き
、
経
験
不
足
を
痛
感
し
て
い
ま
す
。

　

ま
だ
、
十
分
に
地
域
に
貢
献
す
る
こ
と
は
出
来
て
い
な
い
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
残
り
約
２
年
の
任
期
で
よ
り
地
域
に
貢
献

し
て
い
け
る
よ
う
、
今
出
来
る
こ
と
を
精
一
杯
頑
張
ろ
う
と
思

い
ま
す
。
ま
た
、
消
費
者
の
方
に
よ
り
安
全
で
美
味
し
い
豚
肉

を
提
供
す
る
こ
と
を
胸
に
、
日
々
よ
り
良
く
す
る
努
力
も
続
け

て
ま
い
り
ま

す
。

　

こ
れ
か
ら
も

初
心
と
感
謝
の

気
持
ち
、
人
と

の
繋
が
り
を
忘

れ
ず
に
頑
張
っ

て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

昨
年
８
月
よ
り
市

の「
生
涯
活
躍
の
ま

ち
・
つ
る
」構
想
の
推

進
に
向
け
た
業
務
を

担
当
し
て
い
ま
す
。

　

主
な
業
務
は
、
旧
雇

用
促
進
住
宅
を
改
修

し
た
サ
ー
ビ
ス
付
き

高
齢
者
向
け
住
宅（
以

下「
サ
高
住
」）に
地
域
開
放
型
レ
ス
ト
ラ
ン
や
交
流
ス
ペ
ー
ス
、

介
護
事
業
所
が
入
る
予
定
の
地
域
交
流
施
設
を
配
置
し
た「
単
独

型
居
住
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
広
く
周
知
す
る
こ
と
と
、
サ
高
住
へ

の
入
居
を
考
え
て
い
る
方
へ
の
相
談
に
対
応
す
る
こ
と
で
す
。

　

先
日
実
施
し
た
、
市
内
の
高
齢
者
を
対
象
に
し
た
調
査
に
よ

る
と
、
サ
高
住
の
入
居
を
希
望
す
る
方
は
約
２
０
０
名
お
り
、

今
後
検
討
し
た
い
と
い
う
回
答
を
含
め
る
と
、
２
、０
０
０
名

も
の
方
が
興
味
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
将
来

的
に
高
齢
化
に
よ
る
不
安
を
抱
え
て
い
る
方
が
多
い
と
い
う
こ

と
が
読
み
取
れ
、
す
で
に
サ
高
住
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
を

多
く
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

年
を
と
っ
て
も
、
か
ら
だ
が
不
自
由
に
な
っ
て
も
、
今
ま

で
の
生
活
が

続
け
ら
れ
る
、

安
心
で
き
る

「
生
涯
活
躍
の

ま
ち
・
つ
る
」

を
推
進
す
る

た
め
に
、
こ

れ
か
ら
も
精

一
杯
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　

今
年
７
月
よ
り
東

京
都
か
ら
移
住
し
、

主
に
移
住
・
定
住
に

関
す
る
相
談
員
と
し

て
活
動
を
し
て
い
ま

す
。

　

現
在
は
都
留
市
役

所
の
隣
に
あ
る
移
住
・

定
住
相
談
セ
ン
タ
ー

を
拠
点
と
し
て
、
移
住
を
希
望
さ
れ
て
い
る
方
や
相
談
に
い

ら
っ
し
ゃ
る
方
へ
市
の
説
明
や
案
内
、
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
情
報

を
よ
り
多
く
お
伝
え
で
き
る
よ
う
、
ま
た
移
住
さ
れ
て
く
る
方

と
地
域
の
皆
さ
ん
と
の
橋
渡
し
役
が
で
き
る
よ
う
に
日
々
取
り

組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
後
は
そ
れ
に
加
え
て
、
市
が
進
め
る「
生
涯
活
躍
の
ま
ち
・

つ
る
」構
想
に
基
づ
く
ア
ク
テ
ィ
ブ
シ
ニ
ア
が
活
躍
す
る
ま
ち

の
実
現
に
向
け
た「
単
独
型
居
住
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」の
推
進
を
図

り
、
下
谷
の
旧
雇
用
促
進
住
宅
の
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る

サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者
向
け
住
宅
の
オ
ー
プ
ン
を
目
指
し
て
、

準
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

そ
の
中
で
今
ま
で
の
自
分
の
経
験
を
少
し
で
も
生
か
し
て
、

都
留
市
に
貢

献
し
て
行
け

た
ら
と
思
っ

て
い
ま
す
。
ど

う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
し

ま
す
。

　
「
都
留
市
で
も
高
収

益
な
作
物（
も
も
、
ブ

ド
ウ
、
ス
モ
モ
、
ブ

ル
ー
ベ
リ
ー
、
ラ
ズ

ベ
リ
ー
な
ど
の
果
樹
）

を
栽
培
し
よ
う
」と
い

う
こ
と
で
、
今
年
の

４
月
か
ら
大
原
に
あ

る
ほ
場
の
管
理
を
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
将
来
的
に
地
元
農
家
の
皆
様
へ
果
樹
栽
培
技
術
の
普

及
を
し
て
い
け
る
よ
う
、
よ
り
良
い
知
識
と
技
術
を
習
得
す
る

た
め
、
山
梨
県
果
樹
試
験
場
に
週
３
回
研
修
生
と
し
て
通
っ
て

い
ま
す
。

　
「
都
留
市
で
も
お
い
し
い
果
樹
が
育
て
ら
れ
る
」を
モ
ッ
ト
ー

に「
も
も
と
い
え
ば
都
留
」、「
ブ
ド
ウ
と
い
え
ば
都
留
」と
言
わ

れ
る
よ
う
に
、
１
つ
１
つ
知
識
や
経
験
を
積
み
重
ね
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
だ
７
カ
月
と
短
い
期
間
で
す
が
都
留
の
暖
か
い
人
、
豊
か

な
自
然
に
癒
さ
れ
な
が
ら
毎
日
過
ご
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
色
々
な
方
の
お
力
を
お
借
り
す
る
こ
と
に
な
る

と
思
い
ま
す

が
、
家
族
共
々

よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

　

昨
年
４
月
に
東
京

都
か
ら
故
郷
都
留

市
へ
U
タ
ー
ン
移
住

し
、
地
域
お
こ
し
協

力
隊
に
就
任
し
ま
し

た
。
た
く
さ
ん
の

方
々
の
応
援
の
お
か

げ
で
活
動
し
て
こ
ら

れ
た
こ
と
に
、
ま
ず

心
か
ら
の
感
謝
を
述
べ
た
い
と
思
い
ま
す
。
皆
さ
ま
い
つ
も
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

１
年
半
の
活
動
期
間
で
は
、
築
80
年
の
古
民
家
に
住
み
な
が

ら
の
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
運
営
、
観
光
ま
ち
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

へ
の
参
画
、「
田
舎
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
養
成
講
座
」と
い
う
約
１
カ

月
に
お
よ
ぶ
移
住
体
験
イ
ベ
ン
ト
を
２
回
開
催
な
ど
、
幅
広
く

挑
戦
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

な
か
で
も
田
舎
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
養
成
講
座
に
は
、
日
本
全
国

か
ら
20
～
40
代
の
若
者
が
計
27
名
参
加
し
ま
し
た
。
う
ち
４

名
が
都
留
市
に
移
住
し
、

フ
リ
ー
ラ
ン
ス
と
し
て
活

動
し
て
い
ま
す
。
ま
た
都

留
文
科
大
学
前
に
て
、
コ

ワ
ー
キ
ン
グ
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィteraco.（
テ
ラ
コ
）を

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
移

住
者
、
地
元
の
皆
さ
ん
、

都
留
文
科
大
学
生
が
気
軽

に
集
い「
や
り
た
い
こ
と
」

を
形
に
す
る
場
に
し
て
い

き
ま
す
。
皆
さ
ん
是
非
、

遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
！

奈な

ら良
　
美み

お緒

（
産
業
課
所
属
）

法ほ
う
し
と

師
人
　
貞さ
だ
お
み臣
、
龍た
つ
し史

（
産
業
課
所
属
）

田た
が
わ川

　
信の
ぶ
ひ
こ彦

（
産
業
課
所
属
）

小こ
ぬ
ま沼

　
靖や
す
ま
さ政

（
企
画
課
所
属
）

久く

す

み
須
美
　
則の
り
こ子

（
企
画
課
所
属
）

～活動報告～

　都市部などから地方へと生活の拠点を移し、各種の地域協力活動や地域活性化に取り組みなが
ら、定住・定着を図っていくことを目的とした取り組みです。

つる市政 Topics
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いきいきフェスティバル 2018開会式の開催及び増田誠大賞受賞者決定！
第
21
回
都
留
い
き
い
き
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
２
０
１
８
開
会
式

　

９
月
30
日（
日
）、
第
21
回
都
留
い
き

い
き
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
１
８
の
開

会
式
を
、
ま
ち
づ
く
り
交
流
セ
ン
タ
ー

の
大
ホ
ー
ル
で
行
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
第
27
回
増
田
誠
大
賞
の
表

彰
式
や
講
演
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
多
く
の
来
場
者
の
方
々
が

集
ま
り
、
増
田
誠
大
賞
の
表
彰
式
で

は
、
受
賞
さ
れ
た
方
々
に
惜
し
み
な
い

拍
手
が
贈
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
そ
の
後
の
講
演
会
で
は
、『
わ

た
し
の
八
転
び
七
起
き
な
芸
能
生
活
～

こ
れ
ま
で
を
見
つ
め
、
こ
れ
か
ら
を
考

え
る
～
』と
題
し
て
、
都
留
市
出
身
の

女
優
白
須
慶
子
さ
ん
に
講
演
を
い
た
だ

き
、
来
場
さ
れ
た
皆
さ
ま
は
笑
顔
も
交

え
な
が
ら
、
白
須
さ
ん
の
お
話
を
聞
い

て
い
ま
し
た
。

一
般
の
部

大　

賞　

市
長
賞

　

山
田　

有
紗	

「
空
層
」

議
長
賞

　

仲
井　

義
晶	

「
バ
ス
を
待
つ
」

教
育
長
賞

　

渡
辺　

久	

「
唐
松
叙
情
」

市
長
奨
励
賞

　

大
木　

幹
夫　
「
早
春
の
甲
斐
駒
ヶ
岳
」

　

石
原
恵
津
子　
「
う
ち
の
は
な
ち
ゃ
ん
」

　

平
井　

諒	

「
食
卓
」

議
長
奨
励
賞

　

山
口　

昭
美　
「
桂
川
の
秋
景
」

　

天
野
ア
イ
子　
「
秋
近
し
」

　

及
川　

公
子

　
　
「
思
い
出
の
ア
ン
コ
ー
ル
ワ
ッ
ト
」

教
育
長
奨
励
賞

　

金
光　

七
海　
「
ワ
ン
シ
ョ
ッ
ト
」

　

堀
内　

沙
彩　

	

　

	　
「
Ｔ
ｈ
ｅ	

ｔ
ｒ
ｕ
ｅ	

ｓ
ｔ
ｏ
ｒ
ｙ

　

		

ｏ
ｆ		
Ｓ
ｎ
ｏ
ｗ		

Ｗ
ｈ
ｉ
ｔ
ｅ
」

　

近
藤
美
津
子　
「
へ
べ
れ
け
の
ク
ス
ノ
キ
」

第10回防火ポスターコンクールの入賞作品決定！

山梨県体育祭りが開催されました！
　

第
71
回
山
梨
県
体
育
祭
り
が
８
月
の
下

旬
か
ら
約
１
カ
月
半
に
わ
た
り
甲
府
市
を

中
心
に
県
内
各
会
場
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。（
冬
季
大
会
ス
ケ
ー
ト
・
ス
キ
ー
競

技
は
本
年
２
・
３
月
に
実
施
済
）

　

本
市
か
ら
も
24
競
技（
36
種
別
）
に

４
０
４
名
の
選
手
が
参
加
し
、
13
市
中
、

男
女
総
合
第
７
位
の
成
績
を
収
め
ま
し

た
。

各
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

市
の
部　

男
女
総
合
第
７
位

　
　
　
　

男
子
の
部
第
７
位

　
　
　
　

女
子
の
部
第
５
位

上
位
入
賞
種
目

男
子
の
部

第
１
位　

相
撲
、
剣
道
、
ス
ケ
ー
ト

第
２
位　

バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス

第
３
位　

野
球
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

女
子
の
部

第
１
位　

ス
ケ
ー
ト

第
２
位　

タ
ー
ゲ
ッ
ト
バ
ー
ド
ゴ
ル
フ
、

　
　
　
　

バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス

第
３
位　

ス
キ
ー
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

　

都
留
市
消
防
本
部
で
は
、
住
民
の
防

火
意
識
を
高
め
る
た
め「
第
10
回
防
火

ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
」を
開
催
し
ま

し
た
。

　

管
内
の
小
学
生
か
ら
２
８
０
点
の
応

募
作
品
が
あ
り
、
審
査
の
結
果
、
次
の

と
お
り
低
学
年
の
部
と
高
学
年
の
部
の

優
秀
賞
20
点
、
努
力
賞
27
点
が
入
選
し

ま
し
た
。

　

入
選
作
品
に
つ
い
て
は
11
月
９
日

（
金
）か
ら
25
日（
日
）ま
で
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
都
留
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
に
て
展

示
し
ま
す
。

教育長に上野清氏、教育委員に白戸吉男氏が就任しました！
　

梶
原	

清
教
育
長
の
任
期
満
了
に
伴
い
、

9
月
21
日
に
開
催
さ
れ
た
市
議
会
9
月
定

例
会
で
同
意
を
得
た
上
野	

清
氏
が
、
10

月
12
日
付
け
で
新
た
に
教
育
長
に
就
任
し

ま
し
た
。
ま
た
、
白
戸	

吉
男
氏
が
同
日

付
け
で
教
育
委
員
に
就
任
し
ま
し
た
。

　

上
野
教
育
長
は
、
都
留
第
一
中
学
校
学

校
長
な
ど
を
歴
任
し
、
退
職
後
は
山
梨

県
教
育
委
員
会
の
ア
ド
バ
ン
ス
テ
ィ
ー

チ
ャ
ー
と
し
て
新
採
用
教
員
や
若
手
教
員

の
資
質
向
上
に
ご
尽
力
さ
れ
た
の
ち
、
平

成
28
年
12
月
か
ら
都
留
市
教
育
委
員
と
し

て
教
育
行
政
に
携
わ
っ
て
い
た
だ
い
て
お

り
ま
し
た
。

　

上
野
教
育
長
は
、「
今
後
は
市
長
部
局

と
連
携
し
つ
つ
、『
ひ
と
集
い　

学
び
あ
ふ

れ
る　

生
涯
き
ら
め
き
の
ま
ち　

つ
る
』

の
実
現
に
向
け
て
、
学
校
教
育
、
社
会
教

育
、
生
涯
学
習
な
ど
、
梶
原
前
教
育
長
が

進
め
た
教
育
行
政
の
更
な
る
前
進
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。」と
力
強
く
、
今
後
の
職

務
に
対
す
る
決
意
を
語
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
開
会
式
で
山
梨
県
の
体
育
、
ス

ポ
ー
ツ
に
貢
献
さ
れ
た
方
々
の
表
彰
が
行

わ
れ
、
本
市
か
ら
次
の
５
名
の
方
が
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

山
本　

武

　
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
都
留
市
体
育
協
会
推
薦
）

菅
谷
眞
里
子　

　
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
都
留
市
体
育
協
会
推
薦
）

窪
田　

五
江

　
（
一
般
財
団
法
人
山
梨
陸
上
競
技
協
会
推
薦
）

髙
部　

保
延

　
（
山
梨
県
弓
道
連
盟
推
薦
）

鈴
木　

信
行

　
（
Ｊ
Ａ
Ｂ
Ａ
山
梨
県
野
球
協
会
推
薦
）

◆
今
回
受
賞
さ
れ
た
、（
左
か
ら
）

菅
谷
眞
里
子
さ
ん
、
髙
部　

保
延
さ
ん
、

山
本　

武
さ
ん
、
窪
田　

五
江
さ
ん
、

鈴
木　

信
行
さ
ん　

で
す
。

皆
さ
ん
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

低
学
年
の
部

都
留
市
消
防
長
賞

　

東
桂
小
学
校
３
年　
　
　

中
野
零
仁

　

東
桂
小
学
校
３
年　
　
　

山
田
陽
太
郎

都
留
市
教
育
長
賞　

　

東
桂
小
学
校
３
年　
　
　

佐
藤
綾
星

　

東
桂
小
学
校
３
年　
　
　

森
嶋　

望

道
志
村
教
育
長
賞

　

谷
村
第
一
小
学
校
２
年　

平
川
紗
由
妃

　

東
桂
小
学
校
３
年　
　
　

岩
田
蒼
甫

都
留
市
消
防
団
長
賞

　

東
桂
小
学
校
３
年　
　
　

杉
田
雄
聖

　

禾
生
第
二
小
学
校
３
年　

小
口
聡
才

都
留
危
険
物
安
全
協
会
長
賞

　

谷
村
第
二
小
学
校
３
年　

坂
田
魁
星

　

東
桂
小
学
校
３
年　
　
　

星
野　

倖

高
学
年
の
部

都
留
市
消
防
長
賞

　

谷
村
第
二
小
学
校
４
年　

三
井
杏
友
那

　

東
桂
小
学
校
４
年　
　
　

中
野
萌
夏

都
留
市
教
育
長
賞　

　

谷
村
第
二
小
学
校
４
年　

山
口
陽
菜

　

文
大
附
属
小
学
校
４
年　

有
川
笑
里

道
志
村
教
育
長
賞　

　

道
志
小
学
校
４
年　
　
　

佐
藤
優
有

　

谷
村
第
一
小
学
校
４
年　

小
椋
斗
護

都
留
市
消
防
団
長
賞

　

谷
村
第
一
小
学
校
４
年　

庄
司
捻
生

　

東
桂
小
学
校
４
年　
　
　

北
野
愛
実

都
留
危
険
物
安
全
協
会
長
賞

　

谷
村
第
二
小
学
校
４
年　

佐
藤
夢
華

　

東
桂
小
学
校
４
年　
　
　

小
坂
愛
実

努
力
賞

　

井
出
梨
夢　

亀
田
大
惺　

滝
本
夕
純　

　

平
井
渚
音　

堀
口
紅
輝　

青
柳
新
龍

　

池
谷
咲
希　

長
田
芽
彩　

曽
根　

葵　

　

日
向
陽
太　

國
府
方
桐
丸　

　

中
島
碧
海　

原
田
桂
華　

中
谷
史
歩

　

牛
田
妃
七　

小
林
礼
音　

志
村
優
衣

　

小
林
蒼
輔　

小
林
李
胡　

髙
橋
遼
馬

　

松
島
未
來　

佐
野
涼
我　

渡
邉
愛
美

　

鈴
木
希
空　

佐
々
木
ま
ひ
ろ

　

日
向
美
樹
晴　

白
井
絢
花　

小
中
学
生
の
部

大　

賞

市
長
賞

　

小
林　

心
詠	

「
上
海
」

議
長
賞

　

平
川
紗
由
妃　
「
大
好
き
な
ス
イ
カ
」

教
育
長
賞

　

髙
山　

昊
我　
「
森
の
中
の
オ
ニ
ヤ
ン
マ
」

市
長
奨
励
賞

　

武
藤
早
玖
弥　
「
女
の
人
」

　

天
野　

蒼
也　
「
り
ん
ご
と
び
ん
と
に
ん
じ
ん
」

　

古
屋
絵
梨
果　
「
宇
宙
旅
行
へ
行
こ
う
」

議
長
奨
励
賞

　

高
橋　

遼
馬　

	「
き
れ
い
な
き
じ
の
夫
婦
」

　

寺
田　

凛
香　
「
カ
サ
・
ミ
ラ
」

　

滝
口　

裕
梨　
「
ク
ワ
ガ
タ
」

教
育
長
奨
励
賞

　

渡
辺　

理
斗　
「
月
夜
の
虫
た
ち
」

　

長
田　

留
奈　
「
夏
」

　

寺
田
悠
之
信　
「
静
物
」

第
27
回
増
田
誠
大
賞
受
賞
者
決
定

　

審
査
の
結
果
、
入
賞
作
品
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

　

◆
辞
令
交
付
式
の
よ
う
す

　
（	

写
真
前
列
右
か
ら
上
野
教
育
長
、

　

		

白
戸
教
育
委
員
）

功刀	喜美子
			「牡丹」

竹花　結菜	
				「机上」
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